
平成１９年度当初予算（案）のすがた 

平  成  １９ 年  ２  月 
和 歌 山 県 財 政 課 



 
 
 １５１億円  

 （対前年度＋９２億円） 

  ※財政調整基金及び県債管理基金により対応 

   （平成１９年度末残高見込み１９１億円） 

  ※行財政改革推進プランのほぼ想定どおり 

Ⅰ 平成１９年度当初予算（案）の概要 

 
 ５，１７９億円 

 （対前年度△３１億円、△０.６％） 

 ☆税収は、｢三位一体の改革」の影響を除いた  
自然増収が、前年度に比べ    ＋４３億円 

 ☆地方交付税及び臨時財政対策債は、前年度に 

  比べ             △８９億円 

 ☆社会保障関係経費の負担増   ＋１８億円 

 ☆公債費の増          ＋３１億円 

 ☆退職手当の大幅な増       ＋６０億円 

 

 

１．清潔で透明な県政の実現 

                    約１億円  

２．職づくり、人づくり、地域づくり 

                  約８２５億円 

３．安心・安全の確保   

                  約４９３億円 

４．和歌山の美しさを活かした観光の振興 

                    約３億円 

５．楽しい和歌山の実現 

                    約３億円 

 

１．人件費（退職手当を除く）の削減  約４７億円 

２．事務事業の見直し    １９１件 約２０億円 

３．インターネットオークションを活用した 

  未利用財産の売却等収入の確保   約１４億円 

予算規模 

収支不足 
収支差の圧縮 

施策を実現するための 
財源捻出 

５本柱 
（主要事業） 

１ 

行財政改革の断行 



 新 新長期総合計画（仮称）策定    １０ 
                        （企画部企画総務課） 
 

     公共発注システムの改革 
   ＣＡＬＳ／ＥＣ推進 ～電子入札の推進～ 
           （県土整備部技術調査課）   ９５ 
 

 新 「総合評価落札方式」による入札の促進 

                    （県土整備部技術調査課）              ５ 
 

Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ① 

 

 

 

 

  １．清潔で透明な県政の実現 

（単位：百万円） 
主な事業 ３事業１億円（うち新規：２事業１５百万円） 

２ 



Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ② 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

  ２．職づくり、人づくり、地域づくり 

（単位：百万円） 

   企業誘致の促進（商工観光労働部企業立地課）                    １,０８６  

 新 中心市街地住宅供給促進 ～県内初の市街地再開発～ 
                              （県土整備部住宅環境課）                       ３３ 

 新 フリーター等就労支援（商工観光労働部雇用推進課）                 ４ 

 新 わかやまの農産加工推進（農林水産部果樹園芸課）               １０ 

 新 森のチカラ再生サポート（農林水産部林業振興課）             ７３ 

   新設県立中学校整備（教育委員会総務課）                     ２２ 

 新 公立小中学校の適正規模化にかかる市町村支援 
                                                         （教育委員会小中学校課）           ４３ 

 新 紀州ファームステイ体験支援（農林水産部経営支援課）                      ７１ 

主な事業 ８１事業８２５億円（うち新規：３１事業１３億円） 

３ 



 新 紀北分院整備（総務部総務学事課）                                                              ６２ 

 新 障害者自立支援特別対策 ～新法移行円滑化のための支援等～   ８１４ 
                                                                                                                            （福祉保健部障害福祉課）   

 新 市町村地域生活支援特別対策 ～利用者負担上限超過額補助～        １０ 
                                                                           （福祉保健部障害福祉課）   

 新 小規模作業所チャレンジ支援（福祉保健部障害福祉課）         ５０ 

 新 児童福祉施設（虎伏学園）整備費補助（福祉保健部子ども未来課）      ２０１ 

 新 障害者就業・生活サポートセンター                                                １７ 
                                        （福祉保健部障害福祉課・商工観光労働部雇用推進課）       

 新 こうのとりサポート（福祉保健部子ども未来課）                 ４１ 

 新 紀州３人っこ施策（福祉保健部子ども未来課）               ５６ 

 新 私立学校振興（私立幼稚園預かり保育推進）（総務部総務学事課）                   ５０ 

Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ③ 

 

   ３．安心・安全の確保 Ⅰ 

（単位：百万円） 
主な事業 ９７事業４９３億円（うち新規：４６事業１９億円） 

少子化対策 

地震防災対策 
別掲 

４ 



 新 病院内保育所運営補助（福祉保健部医務課）                 １９  

 新 放課後子ども教室推進（教育委員会生涯学習課）                                                                  ４５  

 新 いじめ防止・不登校児童生徒再チャレンジ支援 （教育委員会小中学校課） １１ 

 新 安全安心スクールサポート（警察本部）                        ９ 

   空き交番解消対策（警察本部）                            １１８ 

 新 自然環境保全のグランドデザイン策定（環境生活部自然環境室）                          ２６ 

 新 災害救助・災害救援  ～災害救助物資備蓄～（福祉保健部福祉保健総務課）   １４ 

 新 地域防災リーダー育成（教育委員会健康体育課）                                                                    １０ 

 新 被災地生活支援ＮＰＯ体制整備（環境生活部ＮＰＯ協働推進課）                                   １ 

 新 孤立集落支援プログラム策定（県土整備部県土整備総務課）                                           １３ 
               

Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ④ 

 

   ３．安心・安全の確保 Ⅱ 
（単位：百万円） 

５ 



   首都圏・近畿圏誘客対策（商工観光労働部観光振興課）          ６０  

 新 ｢魅力ある・足腰の強い観光産業｣振興               １２ 

      ～観光産業プロジェクトマネージャー設置～ 
                       （商工観光労働部産業支援課） 

   修学旅行誘致拡大（商工観光労働部観光交流課）              １０ 

   世界遺産推進 （ユネスコ憲章発効６０周年記念「世界遺産劇場」誘致等） 

                     （企画部地域振興課）         １０ 

 新 世界遺産管理（世界遺産緊急保全対策）        １０ 
                       （教育委員会文化遺産課） 

         熊野古道宿泊施設（仮称）整備（商工観光労働部観光振興課） ８５ 

Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ⑤ 

 

 

 

 

 

 

４．和歌山の美しさを活かした観光の振興 

（単位：百万円） 
主な事業 １４事業３億円（うち新規：２事業２２百万円） 

６ 



 新 ふるさと小路再発見 ～湯浅の町並整備補助～   １０ 
               （教育委員会文化遺産課） 

 新 県民サービス充実（祝日開館）             ２  
                         （教育委員会県立図書館） 

    文化財指定ランクアップ推進（教育委員会文化遺産課）     ５ 

 新 第７０回国民体育大会の開催準備       ３ 
             （教育委員会スポーツ課) 

   スポーツ競技力向上対策（教育委員会スポーツ課)        １０５ 

Ⅱ 予算の５本柱の主な事業 ⑥ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  ５．楽しい和歌山の実現 

（単位：百万円） 
主な事業 １４事業３億円（うち新規：５事業１９百万円） 

７ 



少 子 化 対 策 関 連 予 算 
妊娠時（出産前）・出生～就学前の２ステージで支援施策を展開 

 
 
 
 
 

妊娠時（出産前） 
のステージ 

【子ども未来課】 
●   こうのとりサポート（41百万円） 
・特定及び一般不妊治療費助成 
 
●   紀州３人っこ施策（妊婦健診助成）（53百万円） 
 

【子ども未来課】 
●   こうのとりサポート（41百万円） 
・特定及び一般不妊治療費助成 
 
●   紀州３人っこ施策（妊婦健診助成）（53百万円） 
 

 
 
 
 

出生～就学前 
のステージ 

【子ども未来課】 
●児童手当負担金（2,142百万円） 
●乳幼児医療費助成（851百万円） 
 
●   紀州３人っこ施策（育児支援）（4百万円） 
 
●放課後児童健全育成（81百万円） 
●   休日子育て相談（育児相談サロン）等3事業（9百万円） 

【子ども未来課】 
●児童手当負担金（2,142百万円） 
●乳幼児医療費助成（851百万円） 
 
●   紀州３人っこ施策（育児支援）（4百万円） 
 
●放課後児童健全育成（81百万円） 
●   休日子育て相談（育児相談サロン）等3事業（9百万円） 

【総務学事課】 
●   私学振興（私立幼稚園預かり保育推進）（50百万円） 

【総務学事課】 
●   私学振興（私立幼稚園預かり保育推進）（50百万円） 

【医務課】 
●   病院内保育所運営補助（19百万円） 

【医務課】 
●   病院内保育所運営補助（19百万円） 

妊娠前・妊娠中の 
経済的負担を軽減 

育児期間の経済的負担軽減や 
預かり保育・相談業務の充実 

３児以上を生み育て 
ようとする家庭への 

支援を強化 

【生涯学習課（教育委員会）】 
●   放課後子ども教室推進（45百万円） 

【生涯学習課（教育委員会）】 
●   放課後子ども教室推進（45百万円） 

【住宅環境課】 
●   地域優良賃貸住宅供給促進（30百万円） 

【住宅環境課】 
●   地域優良賃貸住宅供給促進（30百万円） 新 

新 

新 新 

新 

新 

新 

新 

８ 



防 災 対 策 関 連 予 算 

１ 津波対策の推進 0.2億円 

津波から「逃げ切る！」支援対策           21百万円 

２ 耐震化と災害に強いまちづくりの推進 31.4億円 
新 孤立集落支援プログラム策定                13百万円 

（県土整備総務課） 
きのくに木造住宅耐震化促進      120百万円   

     （都市政策課） 
県立学校の耐震化      （教育総務課）  749百万円 

プログラム策定              （管理整備課） 

３ 防災意識の普及推進 1.4億円 
津波防災教育センター活用        9百万円 

          （総合防災課） 
地域防災リーダー育成（健康体育課）10百万円 

４ 地域防災体制づくりの推進 1.5億円 
 被災地生活支援ＮＰＯ体制整備      1百万円 

      （ＮＰＯ協働推進課） 
 東南海・南海地震対策（総合防災課） 75百万円 

５ 行政の防災体制の強化推進 28.4億円 
総合防災情報システム            1,890百万円 

整備・運営        （総合防災課） 

６ 災害応急対策の整備推進 4.2億円 

災害救助物資備蓄 （福祉保健総務課） 14百万円 こころのレスキュー隊 （障害福祉課） 3百万円 

新 

新 

新 

新 

７ 防災対策関連ハード整備 381.6億円 
  道路関連        22,871百万円 
  河川関連          1,145百万円    

県庁舎耐震等改修        （管財課）  1,366百万円 

３ 災害に強い県土づくり  ～防災力向上に向けた基盤整備～ ３ 災害に強い県土づくり  ～防災力向上に向けた基盤整備～ 

２ 災害発生時に迅速適切な対策を実施する～的確な応急対応を実施するための体制整備～ ２ 災害発生時に迅速適切な対策を実施する～的確な応急対応を実施するための体制整備～ 

１ 大地震に着実に備える～備えとしての予防対策を着実に実施～ １ 大地震に着実に備える～備えとしての予防対策を着実に実施～ 

新防災センターが本格稼働 
（H19秋（予定）） 

平成19年度における関連予算総額 449億円 平成19年度における関連予算総額 449億円 

  砂防・治山関連     7,475百万円 
  港湾・海岸関連     4,031百万円    

９ 



ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 道 路 整 備 予 算

ネットワーク関連道路図

○県内主要都市（橋本、田辺、新宮）及び高速４車線化が進む吉備ＩＣ
　　（有田）を結ぶ県管理国道の整備促進

・平成２３年度（５年後）に概ね完成を目指す。
　　国道168号越路道路（H20完了）、国道424号修理川バイパス（H21完了）
　　国道425号 福井バイパス（H22完了）、国道480号 梨ノ木バイパス（H23完了）等
　　　※完了時期は予定。

・ネットワーク関連道路予算は対前年１５％の増（２月補正含む）

 ネットワーク関連道路の整備促進 H19年度　3,800百万円

和歌山市 岩出市 九度山町

有田市

湯浅町

広川町

高野町

由良町

美浜町

日高町

印南町

みなべ町

御
坊
市

上富田町

すさみ町

古座川

串本町

那智勝浦町
太地町

北山村

か
つ
ら
ぎ
町

大阪府

奈良県

三重県

海南市

田辺市

日高川町

橋本市

紀の川市

紀美野町

有田川町

新宮市

白浜町

168

371

370

424

480

425

169

42

24

26

311

168

371

370

424

480

42

311

371

424

480

424

42

42

371

371 国道１６８号　日足道路
　新宮市熊野川町田長
　　　　～熊野川町日足

国道１６８号　越路道路
　新宮市五新～相賀

国道４２４号　修理川BP
　　　　　 有田川町宇井苔
　　　　～有田川町修理川

国道４２４号　滝頭拡幅
　　　　 　日高川町初湯川
　　　　～日高川町熊野川

国道４２５号　福井BP
　　 田辺市龍神村柳瀬
　　　　　 ～龍神村福井

国道４８０号　梨ﾉ木BP
　　　　 かつらぎ町志賀
　　 　　　～高野町花坂

国道４８０号　花坂～大門
　　　　　　　高野町花坂
　　　　～高野町高野山

橋本道路
　 高野口ＩＣ

橋本道路
　 橋本ＩＣ

橋本道路
　 橋本東ＩＣ

近畿自動車道紀勢線
　 田辺ＩＣ（仮称）

那智勝浦道路
　 那智勝浦ＩＣ（仮称）

阪和自動車道
　 みなべＩＣ

橋本

新宮

御坊

田辺

和歌山

有田

紀北東道路紀北西道路

阪和自動車道

　 吉備 ＩＣ

○近畿自動車道紀勢線 ～紀伊半島を一周する高速道路の早期実現～
  ●海南～吉備（10.2km）４車線化の推進　  ●みなべ～田辺（5.9km）Ｈ19年度供用予定
  ●田辺～すさみ（38.0km）新直轄事業推進 ●那智勝浦道路（15.2km）Ｈ19年度一部供用予定
　

○京奈和自動車道　～関西都市圏との交流連携強化～
  ●紀北東道路（16.9km 橋本市～紀の川市）　　 用地取得の推進、工事本格着工
  ●紀北西道路（12.2km 紀の川市～和歌山市）　西からの展開を踏まえた事業推進

 高速道路の整備促進 H19年度　9,015百万円

 ◎概ね５年で、新宮から吉備ＩＣまでを２時間以内
 ◎国道２４号（かつらぎ）から高野山まで10分以上短縮

 ◎幹線軸強化による経済発展　　 ◎アクセス改善による観光振興
 ◎災害時の緊急輸送道路の充実

１０ 



Ⅲ 行財政改革の断行 ① 

 
 

 
 

§職員定数の削減  削減数 △１６７人 
 

  ☆ 知事部局   ４,１３４人 → ４,０５４人（△８０人） 
  ☆ 警  察   ２,４５９人 → ２,４６３人（＋ ４人） 
                      ※警察官＋６人（治安維持に配慮）、事務職△２人 

  ☆ 教  育  １０,７３１人 →１０,６４０人（△９１人） 
 
§給与カットの継続実施（県独自措置）   削減額 約１１億円 
 

  ☆知事等特別職  給料月額の６％カット 

  ☆管   理   職  給料月額の２％カット 

  ☆その他の職員  給料月額の１％カット 
 
§給与構造改革   削減額 約１３億円 
 

  新給料表の導入（平成１８年４月～）による平成１９年度影響額 

１．人件費の抑制 

経常人件費 １，３９８億円（⑱１，４４５億円、△４７億円、△３．２％） 
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§県単独補助金等の見直し等 

      【４９件、１６１百万円】 

 
（１）県単独補助金の見直し 

                  ３９件、１５７百万円 

  ①補助金を廃止したもの 

             ２３件、１１４百万円 

   港湾機能維持･強化補助金、零細補助金など 

 

  ②補助率等の見直しにより補助金を縮減したもの 

               １６件、    ４３百万円 

   農地情報利用効率化対策補助 など 

 

（２）各種協議会等への負担金の見直し 

                 １０件、 ４百万円 

Ⅲ 行財政改革の断行 ② 

２．事務事業の見直し §その他の事業見直し 
           
（１）アウトソーシング等によるコスト縮減 

           １２件、１４２百万円 

   ・農林水産部組合検査職員４名→嘱託職員 

                      など 

（２）コストダウンの工夫 

           ２３件、１４０百万円 

   ・紀州ネット機器再リース  など 

（３）市町村・民間移管 

            １件、  １百万円 

   ・大新公園地下駐車場運営管理 

（４）事業の廃止及び縮減 

         ９５件  、１,５０１百万円 

   ・洋上老人大学長寿丸 など         

（５）その他      １１件、２０百万円 
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Ⅲ 行財政改革の断行 ③ 

３．収入の確保 
 

 
（１）県税収入の確保  約７億円 

  ☆捜索による動産等の差押えの強化 

  ☆インターネット公売など収入率向上対策の継続 

   実施 

  ☆｢和歌山地方税回収機構｣による滞納整理の強化 

 

（２）未利用財産の売却促進  約７億円 

  ☆インターネットオークションの活用 

 

（３）広告料収入の確保 

  ☆県広報誌「県民の友」やホームページへの広告 

   掲載 約８百万円 

  ☆自動車税納税通知書封筒への広告掲載 

                  約１百万円 

  ☆県発行定期刊行物の有償頒布  など 

    

 
☆ ｢事業の仕分け｣の成果 

        １２１件 約１１億円 

 ※ 和歌山県情報館運営の民間委託 

 ※ 情報交流センターＢｉｇ・Ｕの分室廃止 など  
 

☆ ｢トータルコスト予算｣の成果 

          １２件 約２億円 

 （効果額は、削減人数の人件費と外部委託費等との差額）  

 ※ 民間委託による給与等支出業務の対象を拡大 

   → 職員１０人削減、 効果５２百万円 

 ※ 新宮高等技術専門校の建築科訓練を民間委託 

   → 職員５.５人削減   効果２８百万円 など 

☆県庁南別館市場化テスト 約５５百万円  
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